
農振除外可能性チェックフロー

既存の土地では計
画できない。 NO

YES

除
外
不
可

利用できる用
途地域内の土地や白地

がない

YES

NO

　まず、除外が本当に必要なのか明確な理由が必要です。自分の土地だからとか土地価格が安価であるといった

理由では除外できません。また、債務整理や耕作できない、現状が荒廃地となっているといった理由も除外の対象

となりません。具体的な計画があり、農振法上、農地を除外することがやむを得ないと判断される案件につき下記の

フローで判断してください。

代替性の判断

適地の判断

他地目や市道に分
断され連続性のある農地と言

えない

NO

YES

集落に接続している

NO

YES

NO

YES

宅地や除外地から飛び
地になっていない

周辺への影響の判断

農業施設の潰廃が必要

NO

YES

農業施設の利用に
影響する

NO
YES

農業施設の利用へ
の影響を回避できる NO

YES

土地改良事業の判断

事業の目的が災害防止や生
産性向上を主としていない NO

YES

国が直接又は間接的に
行う事業でない

除外の可能性あり

NO

YES

但し、法律に基づき、公共
性が高いと認められる施設
は可(27号計画）

 


